
大
正
個
』
軍
大
岡
田
一
す
↓
冒
箱
詰
凋

"UR--曹司
2
・
圏
一
同
一
回
・
何
ω
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論

刷

難

破

融
問
内
業
税
に
於
け
る
累
進
課
税

卒
均
生
産
力
説
に
つ
い
て

我
岡
町
時
生
命
保
険
業
の
首
唱
ご
光
臨

純
済
静
風
下
昔
、
』
粧
清
動
場

組

斑

北

米

合

衆

凶

の

他

民

業

問

題

紐

持

慎

士

景
気
盛
動
ご
日
本
訟
民
本
主
義
の
成
立
制
消
期
工

明

治

政

府

の

貸

附

金

制

抑

同

十

士

雄

株

錦

回

開

漁
業
に
つ
い
て
の
一
管
見
・
古
川
中
叩
づ

徳
川
時
代
の
商
人
カ
ル
テ
ル
・

a

-

艇
中
岬
町
f

オ

調
逓
信
用
組
合
の
況
放
-
・
・
・
純
洲
町
中
士

禁

椋

制

度

に

就

て

・

-

-

経

済

吊

士

新
地
租
法
案
の
税
率

近
着
外
同
経
済
雑
誌
主
要
論
題

神

戸

正

雄

文
事
博
士
高
田
保
馬

三

浦

周

行

米
凹
庄
太
郎

11、
m 
T主

交
組
一
γ

同

l

文
岡
市
γ

悼
J
J

純
情
相
博
i
y 績

'量
• 人

木
芳
之
助

谷

口

吉

彦

古

川

秀

造

-T
活
字
ム
川

H
H
A
M
H
主
同

dc

菅

野

和

太

郎

楠

見

一

正

岡

本

清

治

沙

見

三

郎



就

苑

明
治
政
府
の
貸
附
企

M
F
ニ
寸
丸
山
官

じ

固

第
五
披

く7

明

治

政

府

の

貸

附

金

( 

ー
) 

工士2
仁E

)11 

秀

造

貸

附

金

の

内

容

明
治
政
府

ω釘
附
合
以
之
を
性
質
上
二
税
i
大
別
す
る
引
が
山
北
市
4

0

0

-

は
帥

L
明
治
政
仙
川
が
涜
勢
力
よ
り
依

織
を
継
承
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
他
は
卸
も
明
治
政
府
自
身
が
貸
附
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
o

今
左
に
此
等
二
利

の
貸
附
金
の
内
容
を
一
見
仁
詳
細
仁
観
察
し
て
見
ょ
う
o

一
醤
勢
力
よ
ら
依
棋
を
継
承
せ
る
も
の

之
は
郎
も
葎
時
代
に
於
レ
て
幕
府
、
議
侯
、
皇
族
等
の
貸
附
り
た
依
牒
を
明
治
政
府
が
縦
承
し
工
政
府

ω貸
附

金
中
に
編
入
L
1
之
を
取
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
純
の
食
附
金
は
回
股

ωみ
で
あ
っ
て
、
新
規
公
貸
附

の
あ
る
べ
き
筈
は
な
い
。
こ
の
杭
の
貸
附
を
分
っ
て
告
幕
府
貸
附
金
、
官
方
貸
附
金
、
謀
議
貸
附
金
、
外
岡
山
世
代

償
追
徴
金
の
四
柿
ご
潟
す
。

4
信
幕
府
貸
附
金
徳
川
時
代
に
於
い
て
幕
府
が
出
向
喰
町
貸
附
所
叉
は
各
地
方
の
奉
行
所
・
代
官
所
等
を
通
し

て
諸
侯
・
旗
本
共
仙
の
武
士
又
は
天
傾
の
諸
民
に
金
穀
を
貸
附
り
記
事
は
阪
に
述
べ
た
如
く
で
め
る
が
、
政
雄
本

還
さ
共
に
此
の
偵
椎
も
明
治
政
府
に
於

τ引
紛
ぐ
市
中
ご
な
bJ
、
明
治
政
府
は
こ
の
中
諸
民
へ
貸
附
記
分
を
取
b
立



て
る
事
に
依
っ
て
芙
の
経
費
の
一
部
に
充
嘗
せ
ん
ど
欲
し
、
明
治
元
年
正
月
十
七
日
左
の
如
〈
命
を
貸
し
て
貸
附

金
の
返
納
を
命
じ
た
。

徳
川
執
政
中
役
所
金
ノ
旨
市
在
町
人
百
姓
共
へ
貸
下
ケ
ニ
相
成
有
之
M
H

金
銭
共
今
般
各
可
致
返
納
旨

ρ

御
用
途
並
窮
民
御
救
助
御
手
首
-
一
・
相
成
仏
間
京
市
戸
二
月
中
金
穀
御
役
所
へ
持
参
可
有
之
い
胡

但
首
位
即
難
路
-
一

-Y
上
納
雛
致
向
主
何
之
M

仙
川
、
無
遠
慮
巨
細
以
書
取
出
願
可
致
い
且
利
銀
ノ
依
川
一
切
不
R
A

L
仁
一
納
机
胡

郎
、
も
利
息
は
全
部
品
加
除
す
る
代
り
に
貸
附
金
そ
二
月
中
に
皆
納
す
べ
き
を
命
じ
た
の
で
あ
る
が
、
之
仁
謝
し
て

年
賦
返
納
等
を
歎
則
す
る
者
が
多
か
っ
た
ご
見
え
、
同
年
-
一
月
十
一
二

H
A山
一
ね
て
情
促
を
令
し
て
年
賦
償
泣
等
の
方

法
を
許
苫
YS
品
中
山
中

4V司法
L
た
o

併
し
乍
ら
円
品
川
の
壮
践
に
於
C
容
易
仁
此
内
令
を
浴
車
中
し
得
る
品
仰
の
多
〈
め
，
Q

d

、

吉
崎
一
白
な
〈
.
明
治
四
年
九
月
迄
仁
返
納
さ
れ
た
額
は
僅
仁
二
高
七
千
百
八
回
総
で
ゐ
っ
た
。
新
〈
て
政
府
は
明
治

五
年
五
月
に
至
与
、
帯
地
仁
か
か
る
議
幕
府
貸
附
金
は
一
一
切
棄
損
に
附
し
代

ω
で
ゐ
る
。
尤
も
災
害
救
助
必
須
に
幕

府
が
農
民
に
相
到
し
夫
食
・
柿
籾
・
農
具
代
等
ご
し
て
米
金
を
貸
附
け
た
川
町
は
、
阪
に
関
東
府
腕
に
引
出
し
て
は
明
治
元

年
十
二
月
二
十
四
日
、
制
両
府
駄
に
劃

L
て
は
別
品
川
三
年
七
月
五
日
を
以
て
悉
皆
楽
日
引
を
令
し
た
。
務
幕
府
貸
附

金
の
総
額
が
幾
何
で
あ
っ
た
か
は
今
仁
於
て
之
を
知
る
由
も
な
hv
が
、
回
収
せ
ら
れ
た
こ
高
七
千
依
闘
は
共
の
紐

め
て
一
小
部
分
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
ぜ
却
は
れ
る
。

ロ
吟
務
貸
附
金
花
田
幕
時
代
仁
於
て
各
務
は
利
々

ω理
由
り
下
仁
傾
内
の
諸
民
仁
劃
L
て
金
穀
の
食
下
を
行
っ

た
。
今
其
の
主
な
る
も
の
を
恕
「
れ
ば
災
害
救
助
又
は
貧
民
政
演
の
錦
に
貸
附
り
た
も
の
一
、
産
業
抜
刷
の
鋳
に
貸

仰
出
右

過と

苑

都
五
掠

明
治
政
的
自
公
附
金

弟
二
十
丸
谷

士
=
一
五

jJi;入故山決鉢報告書に掠る。

明泊五年五JJ二十二日第百六 i四腕A111目。
曾計官逗(法令金書)。
大掛省ii}草志、租桂瀧第三、 97耳。
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Zと

耳江

七
三
六

第
五
班

第
二
十
九
番

明
治
政
府
由
貸
附
金

下
げ
た
も
の
、
不
納

ω
租
税
を
貸
附
に
引
碇
し
た
も
の
、
州
問
屋
・
用
途
等
へ
無
利
息
の
預
り
金
等
純
師
聞
は
極
め
て

多
い
。
出
周
稀
促
麻
に
際
し
て
明
治
政
府
は
諸
務
の
負
債
を
継
承
す
る
ご
共
に
此
等
各
務
U
N
H
附
金
を
も
継
承
す
る

守
」
己
己
し
、
先
づ
明
治
凹
年
七
月
二
十
四
日
及
十
二
月
十
九
日
に
各
牒
に
令
し
て
此
等

ω沓
務
貸
附
金
を
大
城
省

へ
巾
告
す
べ
注
を
命
じ
・
持
い
で
六
年
三
月
貸
附
金
紋
取
立
法
則
を
設
け
て
此
等
位
滞
貸
附
金
殺
り
徴
収
方
法
を

定
め
に
o

今
廿

hω
規
則
の
大
帥
躍
を
越
よ
れ
は
、
先
つ
大
綱
ピ

L
て
天
保
十
四
年
以
前
的
貸
附
は
一
切
富
市
婦
、
弘
化

元
年
よ
り
脱
出
地
三
年
一
泡
の
分
は
三
分
の
一
来
的
・
明
治
元
年
よ
り
滋
漉
迄
の
分
は
金
制
を
徴
服
す
る
市
中
己

L
、
而

lrfL
此
的
徴
欣
す
べ
守
分
は
爾
後
凡
で
川
県
利
息
己

L
t
明
治
六
年
以
後
年
以
で
徴
収
f
る
山
中
己
し
に
。
同
し
1
裁

の
年
賦
の
数
其
り
他
の
依
件
は
貸
附

ω
将
類
に
依
つ

τ異
つ

τゐ
た
。
其
の
主
な
る
も
の
を
患
「
れ
ば
次
の
如
{

で
ゐ
る
。
一
、
産
業
資
本
山
潟
金
穀
・
品
物
貸
附
内
分
は
入
ヶ
年
賦
。

二
、
掛
出
品
用
趨
等
へ
無
利
息
預
グ
令
又
は
諸
勘
定
残
金
預
ケ
は
一
時
に
徴
枚
す
る
。

二
寸
税
外
産
物
及
貯
蓄
米
内
貸
附
は
十
ヶ
年
似
。

岡
、
秘
税

ω不
納
を
貸
附
じ
引
直
し
た
分
は
別
段
詮
議
に
及
ば
宇
。

玉
、
貧
民
へ
救
助
・
夫
食
・
相
籾
・
農
共
代
的
貸
附
は
明
治
元
年
以
前
の
分
は
一
切
業
摘
、
以
後
の
分
は
宇
額
楽

婦
、
字
紙
十
ク
年
賦
。

六
、
誹
金

ω掛
込
ミ
は
出
金
高
の
竿
級
業
拐
、
牢
額
一
時
に
徴
枚
。

七
、
士
族
の
蹄
農
商
資
金
、
己
し
て
貸
附
の
分
は
従
来
の
方
法
に
依
る
。
但
車
部
職
引
賞
Z
し
て
貸
附
の
分
は
業

明治六年三月三目、太政官第八十一~~逼。品}



f目。
八
、
宿
場
助
成
貸
附
金
殺
は
徴
牧
に
及
ば
十
。

九
、
共
仙
普
通
的
貸
附
(
特
別
の
名
義
な
き
も
り
)
は
十
ヶ
年
賦
o

向
は
借
主
に

L
て
右
の
規
定
仁
依
ら
や
'
一
時
に
返
納
を
希
望
す
る
者
に
は
所
詞
一
釧
利
引
法
に
依
っ
て
元
金
を

腕
減
し
て
返
納
せ
し
め
た
o

之
は
元
金
に
謝
し
て
一
割
を
複
利
計
算
に
依
っ
て
年
賦
数
L
腿
じ

τ差
引
〈
も
い
で

あ
っ
て
、
州
へ
ば
元
金
百
聞
十
ヶ
年
賦
の
貸
附
金
的
一
割
引
一
巡
納
額
は
六
十
一
回
四
十
四
銭
五
一
風
ピ
な
り
、
元
金

百
一
凶
八
ヶ
年
…
似
の
も
の
は
六
十
六
回
六
十
八
銭
七
尾
己
な
る
が
如
(
で
あ

ι(刈
刷
れ
一
世
馴
針
日
)
。
倫
ほ
米
を
以

τ

貸
附
り
に
分
は
各
地
方
に
つ
き
石
年
三
月
の
平
均
相
場
を
以
て
金
貨
に
換
算
し
、
銀
債
を
以
て
貸
附
げ
し
少
は
一
束

引
は
金
一
同
仁
銀
六
!
日
、

大
阪
は
明
治
元
年
五
月
銀
相
場
厳
止
の
節
布
川
池
山
手
均

r

J

H

t

E

R
当
地
$
1
3

4
F

力
者
iit
一
ク
勾
斗
世
羽
品

相
場
に
従
つ

τ金
に
換
算
し
て
徴
牧
す
る
事
正
定
め
た
の
で
ゐ
る
。

以
上
越
ぷ
る
如
き
醤
務
貸
附
の
金
一
殺
の
総
額
が
幾
許
ゐ
h
，

L
ゃ
を
見
る
に
、
明
治
七
年
一
月

ω調
査
じ
依
れ
ば

沓
務
貸
附
の
総
額
は
米
千
五
十
九
石
入
斗
一
升
四
合
三
勺
、
大
一
旦
ニ
石
三
斗
一
升
、
金
千
九
百
四
十
一
高
二
千
六

百
四
十
入
岡
三
十
六
銭
一
一
周
で
あ
っ
て
、
此
の
中
米
及
豆

ω
全
額
及
金
六
十
八
苦
肉
四
千
三
百
七
十
四
岡
三
十
九
銭

三
胆
は
此

ω時
以
前
に
阪
に
返
納
憐
正
な
h
、
又
合
千
三
百
六
十
六
高
七
百
三
国
四
十
三
銭
九
厘
は
棄
損
若
〈
は

政
府

ω
損
失
に
蹄

L
、
残
金
五
百
六
高
七
千
五
百
七
十
周
五
十
二
銭
九
厘
が
未
納
内
分
ピ

L
て
勝
然
的
徴
牧
仁
残

古
れ
て
ゐ
る
(
詑
)
。

(駐」

八
期
間
歳
入
歳
出
決
持
制
骨
告
に
掠
り
て
明
抽
じ
年
一

H
起
山
稽
識
貸
附
企
(
宮
方
貸
附
A

刊
を
合
引
U
)

由
逗
帥
獅
を
計
算
す
れ
日
三
十
七
向
千

詑

苑

第
五
披

明
拍
政
府
山
貸
附
金

館
二
十
九
谷

七
三
七

川Ill!桂踏襲~書(大蔵省所接持本)、静入。6) 



苗t

施

四

停
ニ
十
丸
谷

明
拍
政
府
内
貸
附
金

t
=

一λ

抽
伊

E
脱

阿
百
九
十
大
阿
倍
と
な
り
、
前
掲
の
大
十
λ
高
齢
闘
と
曲
目
的
相
越
が
あ
る
が
、
断
M

〈
駈
を
存

L
司
乱
射

t
q

明
治
十
二
年
四
月
琉
球
滞
を
厳
L
て
沖
縄
師
闘
を
置
く
や
従
前
の
康
雄
同
能
腕
の
例
に
準
じ
て
崎
球
絡
の
偵
櫨
債
務

を
政
府
に
於
て
継
承
す
る
事

Z
L、
芸

ω貸
附
に
係
る
金
穀
H
A
各
締
の
不
納
物
に
就
い
て
は
天
保
十
四
年
以
前
の

分
は
築
指

L
、
其
め
以
級
の
分
は
其
的
蛍
附
の
契
約
仁
従
つ

τ政
府
が
徴
牧
す
る
一
割

Z
L
た
。
前
越
の
諸
務
の
貸

附
金
三
此
の
琉
球
離
師
の
貸
附
金
ピ
を
併
緋
L
て
務
務
貸
附
金
正
呼
ば
れ
る
り
で
あ
る
G

三
百
方
貸
附
金
明
治
維
新
以
前
に
於
て
は
皇
族
が
麻
民
に
射
し
て
債
務
負
び
叉
的
機
を
有
せ
ら
れ
る
一
引
が

M
出
身
あ
っ
た
が
、
臨
朋
務
泣
腕
に
至
っ
て
諸
絡
の
偵
榔
債
務
を
政
府
に
於

τ織
承
し
た
権
衡
上
‘
新
が
る
皇
族
内
負

債
叉
貸
附
金
も
凡
て
大
賊
省
に
於
て
蕗
置
す
る
事
ぜ
な
し
・
明
治
五
年
十
月
十
九
日
大
蔵
省
内
伺
山
に
謝
し

τ十

一
月
二
日
太
政
官
の
一
指
命
が
ゐ

h
、
明
治
四
年
以
前
の
皇
族
山
償
機
債
務
は
凡
て
駕
滞
債
及
時
務
公
に
準
じ
て
償

還
又
は
徴
牧
す
る
事
ご
定
め
た
。
新
h
p

る
皇
族

ω貸
附
金
ey
稀
し
て
宮
方
貸
正
一
五
ひ
、
貸
附
金
の
一
科
目
己
し
た

の
で
あ
る
。
-
』
の
官
方
貸
の
総
額
が
幾
許
ゐ

h
L
や
は
不
明
で
ゐ
る
が
、
明
治
十
三
年
七
月
の
現
在
高
は
入
千
二

百
五
十
回
に
過
ぎ
歩
、
そ
れ
以
前
の
返
納
高
及
楽
抗
高
を
令
す
る
も
恐
ら
〈
は
数
世
両
国
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
正

思
は
れ
る
。

-
一
外
幽
償
追
徴
幕
末
以
来
論
語
に
於
て
外
闘
人
よ
b
舶
艦
・
兵
器
・
弾
染
拡
一
他
諸
同
酬
の
物
日
聞
を
購
入
L
た
り
又

は
金
銭
を
借
h
入
れ
た
り
し
た
も
の
が
少
〈
な
か
っ
た
が
、
此
等
外
同
人
に
謝
す
る
債
務
を
禾
ピ
完
隣
せ

F
る
中

に
臨
服
務
乙
な
っ
た
も
り
に
闘
し
て
は
.
政
府
が
此
等
の
務
に
代
つ

τ排
償
せ

F
る
べ
か
ら
、
さ
る
事
ピ
な
っ
た
。
新

に
於
1
龍
一
雌
岡
越
田
(

h

h

駐
)
の
外
債
十
七
高
八
千
倫
闘
を
代
償
し
た
U
Q
b
-

〈
て
政
府
は
第
四
期
(
割
問
附
転
詐
月
)

明泊十三年三Jj-10-ー"、太政'rY-lii告第七脱。
制基土曜11日告革H時十，t，、 59買。 '!ljth助政虫、 ~":;iUM、 591'.(~

ノ、獄卿第七If'lt)Æ-í!;-書、口 1 去、 37)..~{。
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始
め
己

L
て
明
治
四
年
七
月
の
底
務
に
至
っ
て
多
散
の
務
に
代
っ
て
外
債
を
弊
償
し
た
の
で
ゐ
る
が
M

共
り
婦
は

め

明
治
八
年
i

六
月
迄
に
三
百
四
十
五
高
五
千
伶
闘
に
迭
し
た
。
然
る
に
此
等
信
務
の
外
凶
伎
の
中
に
は
中
高
而
ト
-
滞
の

負
俄
で
あ
っ
て
も
貨
際
は
其
の
部
山
経
費
に
使
用
せ
守
し
て
更
に
之
を
側
内
の
諸
民
に
劃
し
で
締
々
の
日
的
処

に
貸
附
り
た
も
の
等
が
少
(
な
か
っ
た
G

而
し
て
斯
の
如
き
分
じ
闘
し

τは
政
府
仁
於

τ庶
按
此
等
の
者
か
ら
諸

藩
に
封
ず
る
契
約
に
従
ぴ
月
賦
又
は
年
賦
の
方
法
に
依
っ
て
徴
枚
し
、
以
て
政
府
の
欝
滞
外
債
代
償

ω
一
部
の
補

填
ド
ド
充
て
る
端
ご
し
た
の
で
ゐ
る
@
之
れ
即
ち
醤
車
問
外
岡
問
債
代
償
追
徴
金
な
る
名
和
市
り
下
に
明
治
政
府
の
貸
附
金

の
」
積
目
を
成
す
も
の
で
ゐ
品
。
北
(
の
総
械
は
A
寸
北
(
の
詳
細
を
知
子
M
4

得
な
い
が
・
理
財
和
蹟
彦
考
書

l
破
れ

ば
、
明
治
五
年
乃
至
同
ん
年
の
四
年
間
内
外
債
迅
徴
綱
は
合
計
金
円
十
七
品
心
千
肝
問
十
七
回
俄
・
洋
銀
十
一
一
一
日
尚

三
千
四
百
九
十
五
ド
ル
フ
ル
伶
で
ゐ
b
、
又
十
年
一
月
現
在
の
追
徴
残
額
は
金
二
十
高
二
千
四
百
十
九
回
除
で
あ

る
か
ら
・

A
1
相
関
〈
之
れ
以
外
に
存
す
ぺ
き
棄
損
傾
を
除
外
す
る
も
外
閥
偵
追
徴
金
ご
し
て
政
府
的
貸
附
金
に
計
上

せ
ら
れ
た
組
額
は
少
〈
ピ
も
入
十
市
両
国
以
上
(
一
ド
ル
ラ
ナ
ぜ
恨
仁
一
回
ご
概
算
す
)
に
迷

L
た
円
で
あ
る
。

ニ
明
治
政
府
ゆ
貸
附
け
た
る
も
の

之
は
郎
ち
明
治
政
府
の
成
立
以
来
共
の
手
に
依
っ
て
行
は
れ
た
貸
附
金
で
ゐ
つ

τ.
此
の
叩
州
J
U

貸
附
金
が
異
質

の
意
味
に
於
け
る
貸
附
金
で
あ
h
‘
叉
貸
附
金
中
最
も
重
要
な
る
も
の
な
る
事
は
勿
論
で
め
る
o

而
し
て
此
の
純

の
貸
附
金
の
内
容
は
概
々
雑
多
の
も
の
を
合
む
の
み
な
ら
争
、
腰
弐
の
整
理
に
依
b
稀
日
山
常
減
分
合
が
行
は
れ

て
同
一
一
州
類
の
貸
附
金
に
謝
す
る
名
稀
も
年
に
依
っ
て
異
品
事
が
珍
し
〈
な
い
。

A
1
此
等
に
閲
し
て
は
後
節
に
於

て
逃
ぺ
る
事
正
し
て
、
議
に
は
其
の
穏
頓
を
左
の
四
に
大
別
し
て
概
読
を
加
へ
る
事
に
す
る
Q

詰

手H

明
抽
政
附
の
貸
附
金

第
一
-
十
丸
谷

七
三
丸

第
五
抗

五

leU、272回目口県白:.J:.trるもの正 tて，，，[11誹件1-1六薗七千川余、 A1』拍Ii車問
1 三高九千阿金、雄附都三 1 前六千附館、般白目端二 l 同 lï.~-削除、部雄二 l'
向六千Inl除、企出部 1七両二千制師、 1111t..;，E組1古前七 F-lfJI崎、和歌山緋十
六剤三干削除を鶴げてゐる。
成人t~足 ll\i!.!:罪判合古1::依りて訂却す。
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l詰

明
泊
政
府
の
貸
附
金

第
二
十
九
巷

一」，、

K

刷。

第
五
拙

苑

4
救
助
貸
救
別
貸
ご
は
経
災

ω窮
氏
に
謝
し
て
貸
下
げ
た
る
貸
附
金
毅
b
z

一
再
ム
も
の
で
あ
る
。
阪
に
過
ぺ
た

如
〈
明
治
政
府
は
其
の
成
立

ω初
め
に
常
っ
て
窮
民

ω賑
貸
に
努
め
、
年
々
府
滞
腕
を
通
じ
又
は
直
接
に
兵
制
民
・

洪
水
ω
凶
作
等

ω災
符
恥
也
被
っ
た
地
方

ω崩
民
仁
封

L
て
金
殺
を
貸
下
げ
た

ω
で
あ
ゐ
が
、
而
も
品
川
初
は
之
仁
閲

し
て
何
等
一
定
し
た
方
規
も
な
〈
、
場
合
に
感
じ

τ泊
宜
の
虎
躍
を
採
っ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
o
印
も
明
治
元
年

十
二
月
一
一
卜
四
日
曾
計
官
の
関
東
府
般
に
叫
到
す
る
迭
に
於
工
は
「
夫
食
栂
籾
農
具
等
諸
拝
借
其
外
御
救
筋
」
に
就
て

は
「
此
皮
好
例
等
胤
山
h
U
H
げ
年
卒
伯
之
儀
川
相
』
メ
初
々
吟
味
之
上
被
下
切
ノ
秘
リ
取
訓
可
ヒ
相
仙
H
U

」
ご
命
じ
1

ゐ

τ‘
成
る
可
〈
貸
附
の
方
法
を
避
り
E
賑
給

ω方
法
を
採
ら
ん
Z
し
た
も
の
、
如
〈
で
ゐ
る
が
、
捕
さ
一
年
七
月

十
四
日
大
蔵
省

ω関
東
奥
州
の
諸
府
腕
に
謝
す
る
達
に
於

τは
左
の
如
〈
令
し
て
無
利
息
年
賦
を
以

τ貸
附
を
行

ふ
方
針
に
改
め
た
の
で
あ
る
。

関
東
筋
並
伊
豆
閥
御
料
村
々
租
税
其
外
取
扱
方
蛍
分
心
得
方
之
儀
筒
保
ヲ
以
去
辰
十
二
月
中
相
迩
置
候
内
夫
食

時
籾
農
具
等
諸
拝
借
其
外
側
救
助
ノ
儀
醤
幕
中
米
金
等
日
々
貸
渡
置
M
H
礼

T
J
被
下
切
此
級
拝
借
等
頗
出
候
分
締

々
一
吟
味
ノ
上
以
来
被
下
切
之
判
明
取
調
可
被
相
伺
旨
相
違
覧
比
四
屍
御
料
郡
村
ρ

康
大
ノ
儀
ニ
付
総
括
イ
タ

V
U
得

』
一
小
容
日
制
御
出
方
ニ
相
成
比
儀
ユ
付
廊
立
ノ
員
数
格
別
ニ
減
少
f
タ
V

可
被
相
伺
筋
ノ
路
左
M
-
7
ρ
一
時
ノ
凌

力
差
支
M
H

場
合
毛
可
有
之
哉
-
一
付
先
ヅ
奮
慣
-
一
例
F
相
官
ノ
割
合
ヲ
以
拝
借
-
一
一
被
仰
付
い
方
嘗
座
ノ
廿
キ
出

来
却
-7
御
救
助
ニ
子
相
賞
リ
候
問
向
後
急
夫
食
英
外
相
純
類
焼
楠
籾
農
具
等
ノ
誇
一
拝
借
岡
刷
出
依
』
、
郡
一
プ
無
利

息
ヲ
以
倒
貸
渡
年
賦
返
納
之
積
可
相
成
れ
問
右
ノ
心
得
7
以
精
々
途
吟
味
相
伺
H
H

様
可
被
致
尤
臨
時
非
話
ノ
御

救
助
』
別
段
御
許
議
可
被
仰
付
儀
壬
可
有
之
此
段
夏
エ
-
相
逮
M
H
事

四日f桔蹴参考昔、第八。l3) 



尋
い
で
同
年
十
二
月
十
七
日
に
は
救
助
貸
に
閲
す
る
省
中
内
規
を
設
け
て

一
、
凶
荒
ノ
歳
年
-
一
宮
町
戸
貧
窮
ナ
U
F

農
民
ユ
貸
付
ス
ル
戸
夫
九
百
米
川
洪
水
際
防
ヲ
治
決
U
J

川
商
ニ
立
毛
E

残
存
セ

7

L

F

A

村
里
或
』
早
川
出
ノ
災
一
一
週
ヒ
旧
毛
十
分
ノ
五
以
上
ヲ
荒
損
λ

ル
村
虫
山
一
日
男
一
円
ニ
氷
三
〈
n
・
女

一
口
ニ
米
二
合
ト
ハ
A
d
日
数
三
十
日
ヲ
限
片
ロ
ト

二
、
風
間
火
ニ
限
内
y

家
尿
倒
壊
1

戸
者
一
一
給
貸
1

w

似
皮
投
ρ

品目一抜一一
ρ

金
二
問
、
牛
一
段
-
二
金
一
両
ト
定
メ
仲

'" ト
三
、
水
火
ノ
ニ
災
一
一
一
悦
リ
山
部
品
ノ
焼
火
消
p
ρ

流
L

し
ス
戸
者
一
一
給
公
λ

片
促
成
政
川
一
件
一
戸
一
一
金
古

M
l
錨
λ

コ
四
、
火
災
-
一
将
ル
者
ニ
給
貸
ス
ル
農
具
資
ρ

下
風
ノ
七
戸
ニ
鍬
・
鎌
・
鋤
・
川
町
把
・
施
把
・
脊
日
・
清
一
桶
ノ
七
品
代
金

十
四
耐
ご
戸
ニ
耐
宛
)
ト
然
λ

ヨ
ト

五
、
水
間
白
川
共
-
一
立
毛
ヲ
残
存
セ
ザ
ル
ノ
凶
荒
-
一
週
フ
者
ユ
紛
貸
1

F

柿
稲
・
柿
婆
ノ
債
で
水
削
一
反
-
一
一
組

稲
七
升
、
白
川
一
一
民
子
一
柿
市
営
入
升
ト
定
メ
反
別
ニ
照
V

地
方
ノ
附
問
問
一
一
換
算

uvzプ
之
ヲ
給
貸
λ

〆
コ
ト

の
五
ケ
僚
を
定
め
、
之
に
従
つ

τ無
利
子
五
年
賦
沼
納
み
方
法
に
依
り
貸
附
け
る
事
ご
し
た
U

斯
の
如
(
に
し
て

救
助
貸
附
に
閲
す
る
政
府
の
方
針
は
断
次
に
確
立
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
ゐ
る
が
、
而
も
右
の
五
ケ
僚
も
禾
に

内
規
に
止
hJ
一
一
般
に
日
公
布
す
る
事
は
な
か
っ
た
の
で
ゐ
品
。
然
る
に
明
治
四
年
の
厳
務
置
麟
の
結
川
市
、
同
年
十
一

月
二
十
七
日
に
腕
治
副
務
章
粍
及
第
民
一
時
救
助
規
則
を
司
公
布

L
、
救
助
貸
附
の
仕
事
は
凡
て
府
腕
を

L
て
取
扱

は
l
め
た
。
却
も
其
め
規
定

ω大
要
は
次

ω如
〈
で
あ
る
。

設

列

七

明
拍
政
府
の
貸
附
企

第
二
十
よ
川
谷

吃;

凹

相
附
軍
拡

大蒜'i1枯草志、租閥抗第二、 I47-'~o14) 



正色

手H

明
治
政
山
尚
品
質
附
企

第
二
十
九
谷

丹、

b 
四

第
五
抗

つ
水
火
の
雑
仁
逢
ひ
ん
水
尾
蕩
燐
流
失
し
目
下
凍
伎
に
泊
品
者
は
一
人
一
日
に
付
労
米
三
合
(
守
山
怜
岬
凶
刊

誌
山
川
M
K
)
女
米
二
合
(
脳
凶
器
雑
)
り
計
算
を
以
て
十
五
一
円
間
救
助
J
9
4
0

こ
ご
U

二
、
右
同
断
に
て
自
ら
家
屋
を
倍
能
す
る
簡
は
ぎ
る
者
は
一
軒
金
五
同
宛
五
ヶ
年
賦
に

τ貸
附
『
る
こ
吉
、
共

災
一
等
制
言
者
へ
は
一
軒
金
二
岡
山
刈
正
す
。

一
ニ
、
紙
地
し
て
鹿
川
ハ
仁
暗
記
支
へ
る
者
へ
は
鍬
・
鋭
・
鋤
・
尚
鍬
・
稲
批
・
肥
桶
等
に
つ
き
其
土
地
相
蛍
ゆ
舗
を
調
査

し
て
其
代
金
を
前
作
同
協
の
佼
件
に

τ貸
附
り
る
こ
記
。

以
上
の
諸
件
は
中
央
政
府
へ
伺
出
る
に
及
ば
す
府
腕
限
b
に
て
府
綜
第
二
市
備
金
の
内
を
以

τ執
行

L
、
↑

グ
月
俗
に
内
務
省
仁
届
山
で
、
大
賊
省
よ
h
投
周
を
受
取
る
こ
さ
。

四
、
水
円
寸
非
慌
の
天
災
に
て
夫
食
・
穂
籾
貸
波
の
儀
は
其
郡
山
周
伺
出
づ
べ
き
こ
ご
。
句

右
内
規
則
は
明
治
八
年
人
月
十
日
限
h
厳
止
せ
ら
れ
、
同
日
以
後
は
新
に
制
定
せ
ら
れ
た
溺
民
一
時
救
助
規
則

に
依
っ
て
救
助
貸
附
を
行
ム
事
ご
し
た
が
、
此
山
新
規
則
は
大
穂
に
於

τ前
ω
規
則
ご
同
盟
り
は
な
〈
、
た
い
V

一一一一一

の
紡
に
於
て
補
足
又
は
改
定
を
加
へ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

然
る
に
明
治
十
三
年
六
月
に
歪
h
備
荒
備
蓄
法
を
制
定
し
、
各
府
腕
に
於
て
土
地
所
有
者
よ
り
地
租
に
肱
じ

τ

一
定
額
を
日
常
備
せ
し

U
る
ご
共
に
政
府
よ
り
毎
年
百
二
十
宮
内
岡
の
補
助
を
輿
へ
、
此
等
の
基
金
に
依
り
各
府
豚
を

し
て
災
害
に
標
的
い
る
崩
民
に
食
料
・
小
原
掛
料
・
農
具
代
・
初
制
料
を
支
給
し
た
b
、
椛
災
の
掛
川
に
地
机
を
納
む
る

抱
は
が
る
者
に
術
山
川
又
は
貸
附
を
骨
岬
す
事
正
し
、
之
さ
同
時
に
前
記
の
溺
民
一
時
救
助
規
則
を
廃
止
L
代
目
斯
の

如
〈
仁
し
て
鋭
民
救
助
に
閲
す
る
事
務
は
全
然
府
服
の
管
掌
に
移
さ
れ
、
政
府
は
明
治
十
三
年
度
下
午
期
以
後

明泊l¥lr-l月 1---，日、 k世u't;i百三 1-ニ抗達。
l則的財政史、，\'-1 在、 ð5n~ 。
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(
郎
も
明
治
十
四
年
一
月
以
降
)
救
助
貸
附
金

ω支
出
を
厳
止
し
た
。
郎
も
明
治
政
府
の
貸
附
金
正
し
て

ω
救
助
貨

は
此
附
を
以

τ終
っ
た
の
で
め
る
o

而
し
て
明
品
川
元
年
以
降
十
一
二
年
末
的
感
止
に
至
る
聞
に
支
出
さ
れ
た
救
助
貸

附
金
の
総
額
は
約
七
百
高
凶
に
達
し
た
の
で
ゐ
る
(
述
。

位

明
泊
元
年
よ
り
十
三
年
末
迄
の
救
助
貸
附
金
白
純
闘
は
叫
拍
入
年
度
目
分
を
除
、
き
六
百
二
十
大
雨
九
百
十
六
川
で
あ
る
。
而

L
て
明
抽
八
年

皮
白
u

批
判
却
特
4
H
A
ド
刊
は
救
助
作
H

附
k
勘
栄
作
此
附
と
の
両
者
の
ん
u
算
削
を
制
「
る
ゆ
み
で
あ
る
か
ら
正
械
な
る
蜘
を
知
己
を
仰
な
い
の
バ
ー
の
る
が
、

H

8
 

白
骨
持
制
百
六
イ
力
前
六
千
九
自
J
A

十
λ
川
伶
町
中
地
机
改
正
に
製
す
る
地
右
北
山
時
総
持
金
一
二
十
一
町
二
千
六
百
七
十
引
川
品
川
L
Y

除
き
た
る

日刊制

E
仰
に
二
分
す
る
も
六
十
丸
山
ご
千
百
四
十
六
川
位
と
な
り
、
前
一
心
明
治
一
見
年
よ
り
の
組
問
兵
一
九
H
L
C
山八百
h
卜
冗
応
一
千
川
崎

E
な
る
。

刑
も
明
治
八
年
皮

H
各
地
右
に
水
中
古
事
〈
批
助
白
山
金
一
も
削
る
日
比
制
に
上
っ
た
の
て
あ
る
か
ら
、
柳
川
際
は
有
の
師
よ
リ
挺
に
大
な
る
も
山
り
が
あ
っ

仕
事
配
叫
品
川
し
刊
ら
れ
る

ω
て
あ
る
。

救
肪
貸
は
右
に
述
ぷ
る
如
〈
正
米
を
以
て
貸
附
げ
ら
れ
た
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

明
治
四
年
六
月
七

日
に
至
h

リ
爾
後
正
米
り
貸
附
は
厳

L
て
前
月
中
最
寄
市
相
場
の
上
中
下
平
均
値
段
を
以
C
石
代
仁
直
し
て
貸
附
り

る
事
正

L
、
向
従
来
の
1
7
は
年
々
返
納

ω節
の
卒
均
相
場
を
以
て
石
代
に
直
し
て
徴
収
す
る
惑
を
怒
し
た
。
其
の

後
明
治
八
年
六
月
二
十
八
日
大
戒
省
乙
第
九
十
城
建
を
以
て
此
の
石
代
決
定
的
標
準
令
改
め
、
相
判
貨
は
北
(
場
所

前
月
の
上
水
平
均
相
場
・
其
他
の
貸
下
米
は
下
米
挙
均
相
場
を
以

τ石
代
じ
概
算
し

τ貸
附

υ、
従
前
貸
附
的
米

殺
は
前
月
下
米
中
均
相
場
に
減
っ
て
石
代
に
直
し
て
徴
牧
す
る
事

Z
L
た
の
で
あ
る
。

ロ
石
高
貸
明
治
政
治
は
明
治
元
年
五
月
か
ら
翌
二
年
五
月
に
至
る
聞
に
四
千
人
一
白
説
隔
の
太
政
官
札
(
令
札

正
も
一
式
)
を
俊
行
し
た
が
、
ニ
の
中
約
二
千
五
百
高
岡
は
諸
政
費
に
使
用
L
、
残
二
千
三
百
潟
両
は
間
々
の
方
法

に
依
b
て
貸
附
を
行
っ
た
蔀
は
阪
に
崎
地
べ
た
所
的
如
〈
で
ゐ
る
。
新
か
る
太
政
官
札
の
貸
附
は
之
を
二
秘
に
分
つ

説

第
二
十
丸
谷

第
五
批

__ h 

t 
~~ 

苑

明
治
政
的

ω
貸
附
金

哉入品till 決j:~判官古「に蹴る。

11-，1上、 Sli4賀、 56sor。
同書、 53[))1"。
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話

み百

ヒ
四
四

第
ニ
十
九
谷

明
泊
政
府
内
貸
附
企

第
五
腕

o 

事
が
山
古
都
品
。
石
高
貸
附
は
北
(
の
一
で
ゐ
ウ
て
、
印
も
各
経

ω
石
高
に
膝
じ
一
高
石
に
一
高
岡
山
り
割
合
を
以
て
太

政
宵
札
を
筑
附
け
・
各
部
に
於
て
は
兎
に
B4
・V
管
内
の
諸
盛
業
に
貸
附
り
・
相
官
の
利
子
を
収
め
て
年
々
微
牧
の

上
.
毎
年
末
野
仙
高

ω
一
削
づ
、
を
明
治
十
三
年
迄
十
三
年
間
に
政
府
に
返
納
す
る
方
法
で
わ
る
。
卸
も
政
泊
は

結
局
三
割
の
利
息
を
徴
す
る
鹿
市
ぜ
な
る
o

石
高
貸
仁
開
削
す
る
規
定
は
明
治
元
年
間
悶
月
十
九
川
太
政
代
札
的
変
行

に
闘
す
品
太
政
官
H

布
告
中
に
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
。
今
訓
犬
山
中
石
下
川
公
に
闘
す
る
部
分
を
抄
鍬

I
れ
ば
左
の
如
〈
で

、Jd
A
M
O

一
、
金
札
御
製
浩
之
上
列
裕
石
商
-
一
肱
γ
肉
石
ニ
付
一
両
附
ツ
ツ
相
似
被

一
、
返
納
方
之
儀
ρ

必
共
金
札
ヲ
以
毎
年
暮
北
(
金
高
ヨ
リ
一
割
ツ
ツ
差
出
来
日
以
年
迄
十
三
ク
年
-
一
一
プ
上
納
憐
切

ノ
事

川
リ

1
1
T
h
川
村
ト
L

、hMM
、
r』
7
1

‘，E
l
hゆ

t
r

相

4
L
H
1品
H
A
-
n
凪
H
U
4

一
、
列
務
相
伯
之
合
札
二
v
曲
目
閥
ノ
基
従
被
災
立
反
御
池
怠
ヲ
十
本
・
川
服
部
H
止
ヲ
以
引
用
物
等
粉
々
取
他
民
閥
往
ヲ
引

混
同
保
可
致
M

出
但
V

比
(
裕
之
役
場
ニ
於
テ
狼
戸
一
泊
込
い
俄
つ
決
V

一
ア
不
相
成
比
一
帯

斯
く
て
太
政
官
札
は
元
年
五
月
十
五
日
よ
h
悠
々
緩
行
せ
ら
れ
た
が
、
常
初
は
東
北
相
討
や
御
即
位
式
や
其
他

諸
般

ω
続
投
の
潟
に
未
仁
石
市
公
附
的
み
に
専
ら
な
る
を
得
す
、
一
冗
年
八
月
に
は
御
東
学
迄
一
同
石
一
且
同
公
附
を
停

止
す
る
功
ご
し
た
が
日
同
月
十
三
日
仁
は
布
告
を
後
し
て
流
海
道
筋
諸
務
に
は
仰
東
半
内
道
筋
に
岱
る
か
ら
射
に

石
高
三
分
り
一
の
削
を
以
て
金
札
貸
附
を
柏
却
す
事
伝
令
し
円
又
十
二
月
九
日
に
は
東
北
地
方
平
定
に
付
此
地
方
諸

藩
に
も
石
高
貸
附
を
開
始
す
べ
き
回
目
を
迭
す
る
等
漸
次
貸
附
を
全
国
に
及
ば
す
一
帯
に
努
め
た

ω
で
あ
る
が
、
常
時

明
治
政
府
に
謝
す
る
一
般
人
民
比
諸
務
の
信
用
は
未
に
厚
か
ら
守
、
加
ふ
る
に
政
府
の
太
政
官
札
袋
行
の
員
意
が

大蔵省出革，t、、 III納瀧節へ 141'lo
別泊元年入月一1五 fl、針政官ユ11;1，&'-0
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低
地
り
如
〈
財
政
の
救
憐
に
在
つ
に
ゆ
で
あ
る
か
ら
、

一
般
に
此
の
石
高
剖
貸
附
は
諸
藩
に
於
て
伶
h
，
歓
迎
せ
ら

之
が
普
及
に
は
柿
常
困
難
合
件
つ
柁
も
の
ご
胞
は
れ
る
。
斯
〈

τ
政
府
よ
ム
リ
各
部
に
大
々
人
ey
特
減

Lτ

~出

貸
附
の
富
市
を
糊
設
せ
し
め
る
等
の
萌
も
行
は
れ
た
の
で
あ
る
o

併
[
他
而
に
が
、
て
は
官
時
各
滞
は
多
〈
は
何
度
の

財
政
務
乏
に
閤
L
み
、
殊
に
征
討
箪
に
加
は
っ
た
諸
滞
は
北
目
的
従
軍
費
仁
巨
額
の
金
を
要
L
た
か
ら
、
政
府
の
金

礼
儀
行
の
円
的
や
金
札
山
信
川
等
仁
耐
者
な
〈
一
時
の
念
e
V
凌
ゃ
骨
川
に
秤
伯
十
出
削
L
た
も
の
も
亦
多
か
っ
た
事

も
ふ

γ.

4
 

は
推
終
日
に
雄
〈
は
な
い
。

石
一
品
賞
附
が
以
上
山
如
志
半
怖
の
干
に
わ
は
れ
た
心
掛
は
従
つ

τヌ
此
的
公
削
川
金
の
煮
義
eV
大
に
減
殺
す
る
の
結

果

c
な
っ
た
。
地
初
太
政
一
V
札
品
目
れ

ω布
止
山
仁
山
止
め
[
如
〈
石
尚
釘
附
会
川
決
L
イ

L

絡
の
掛
川
仁
流
川
J
る
事
な

〈
専
ら
殖
産
興
業
の
目
的
に

ωみ
使
用
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

ω
で
あ
る
が
、
質
際
に
於
て
は
此
小
山
貸
附
金
が
斯

か
る
政
府

ω期
待
i
k
目
的
仁
使
用
せ
ら
れ
た
の
は
甚
ガ
砂
少
で
ゐ
っ
て
、
多
〈
は
各
務
的
議
料
投
に
流
用
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
石
両
氏
附
は
阪
に
明
治
問
年
の
臨
服
務
に
際
l
て
六
百
五
十
六
前
向
俳
闘
を
来
損
せ
ら
れ
た
の
で
あ

お

る
が
、
決
算
報
告
告
は
此
山
主
的
を
説
明
し
て
「
各
務
征
討
ノ
役
ニ
服
従
V

似
ル
務
カ
ヲ
相
官
耗
λ

y

ノ
際
比
ノ
借

入
金
(
石
高
制
貸
セ
一
五
ム

i
筑
者
)
ヲ
以
プ
庇
チ
-
一
一
社
討
/
前
技
ヲ
支
曲
川

v
戒
μ

兵
椛
軍
船
等
ヲ
購
入
ジ
以
ア
一
川

信
用
ノ
急
ヲ
捌
縫
V
末
タ
之
ヲ
補
填
ス
ル
ニ
至
ラ
サ
戸
-
一
廓
務
立
腺
ノ
品
伸
一
輩
-
-
一
週
辿
ス
ル
ヲ
以
-
プ
終
-
一
楽
踊
-
一
節

セ

V

ナ
リ
」
ぜ
一
五
ひ
・
従
っ
て
斯
か
る
楽
制
高
六
百
五
十
儒
官
両
国
弘
之
を
貸
附
金

ω損
失
正
一
去
は
ん
よ
り
は
、
寧

ろ
維
新
征
討
前
提
の
一
部
ご
加
す
る
を
滴
嘗
ご
す
Z
云
っ
て
ゐ
る
c

真
に
す
へ
斯
か
る
実
相
川
額
以
外
的
石
一
両
貸
附
金

ぞ
れ
が
全
部
殖
庫
興
業

ω震
に
民
附
に
貸
附
り
ら
れ
[
や
は
之
れ
叉
疑
問
で
あ
っ
て
、
諸
務
的
中
に
は

己
雌
も
、続

苑

明
治
政
府
の
貸
附
金

第
二
十
九
巷

士
四
五

第
五
時
酔

自!グト侯事E宣何E新財政談、上容、 28-2.9頁。
歳入成出決算報告占、 151真。

同llJ、 152国。
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前

手H

第
五
抗

明
治
政
府
内
貸
附
金

第
二
イ
九
を

じ
凶
六

強
制
的
に
岱
下
を
受
け
陀
も
ゆ
川
り
、

之
を
右
の
如
、
き
目
的
じ
使
川
す
る
の
意
思
又
は
機
品
目
な
く
、
容
し
〈
死
滅
し

た
ま
、
山
出
品
耐
の
時
に
比
ん
に
の
も
亦
少
〈
は
な
か
っ
た
事
正
思
は
れ
る
。

二
年
一
月
よ
り
問
月
迄
に
三
百
五
十
入
m削
除
回
、

百
七
十
三
部
凶
千
二
百
六
十
一
回
五
十
鎖
的
貸
附
が
行
は
れ
柁
の
み
で
J

石
尚
貸
附
は
明
治
一
克
年
中
に
九
百
十
四
高
俄
刷
.

合
計
千
二

御
閥
是
之
山
一
論
可
被
同
食
大
議
未
定
之
折
凶
ニ
一
利
」

石
ii百
1I 
i円t
U) 

残
í~Jt 
()) 

升四
fi n 
常二
分卜
見二
合!l
ゼ 1:
ι 凶
行「
を方
法今
し諭
11:伎
JJ' f'l 、川議

'
I
Z主

31Jま
H
1
7ま
も
よ
お
コ

Z
Q

E
F
f
'
H
f
L
1
F
t
r
f
t
t
7
 

議

L
空
五
月
一
一
十
八
日
の
行
政
官
布
特
中
じ
「
府
議
帆
明
石
一
品
野
悩
相
時
制
H
H

分
有
之
h
N
符
実
闘
力
-
一
一
小
感
御
振
山
相
成
h
u
而
J

M
糊
御
引
掛
之
抽
出
列
郷
被
刺
立
れ
」

ピ
一
五
へ
る
如
く
判J
山
出
畿
の

結
旧
市
を
恐
れ
し
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。

明
治
周
年
股
縦
に
際
し
て
政
府
は
石
高
貸
附
の
返
納
の
川
削
れ
る
も
の
に
射
し
て
は
一
時
に
返
納
を
命
じ
叩

又
各

草
川
内
総
投
に
明
治

L
た
分
は
之
を
滞
債
ピ
見
倣
し

τ前
越
の
如
〈
瑞
封
筒
に
附
し
た
が
、

前
泊

す
る
所
の
牒
へ
引
継
ぎ
其
の
腕
鵬
に
於
て
取
扱
ふ
こ
ご

ι
L、
其
の
後
六
年
三
河
に
歪
み
り
共
の
阿
枚
方
訟
を
定
め

て
各
滞
が
以
前
民
間
に
貸
附
け
た
常
時
の
保
件
に
従
っ
て
徴
牧
す
る
事
Z
L
hん
C

備
は
太
政
官
札
り
通
周
期
限
が

民
、
ノ
也
〉
F
1
r汀ヨ三一
E

I
J
u
d
-
U
う

t
草
l
空
中

明
治
十
三
年
限
な
る
こ
さ
及
び
石
高
貸
附
山
一
巡
納
に
は
必
宇
太
政
宵
札
を
用
ふ
べ
き
こ
ご
は
、

太
政
官
礼
議
行
の

布
告
中
に
明
示
す
る
所
千
ゐ
っ
た
が
、
政
府
は
金
札
相
場
の
下
落
守
防
十
矯
に
翌
二
年
五
月
二
十
八
日
に
は
新
貨

僻
E
変
換
す
へ
き
事
を
令
し
、
一
見
に
四
年
十
二
月
二
十
七
日
に
は
新
紙
幣
ご
交
換
す
べ
き
事
を
令
し
た
。
従
っ
て

叉
石
高
貸
附
の
返
納
に
闘
し
て
も
前
越
の
規
定
を
遵
守
す
る
を
得
古
る
市
明
言
な
り
、

四
年
十
一
月
四
日
に
至
わ
石

高
貸
附
金
的
一
巡
納
は
太
政
官
札
に
限
ら
中
正
金
又
は
所
紙
幣
に
て
も
可
な
る
旨
を
迭
し
、

尋
い
で
八
年
一
月
十
五

1晶入政11¥決算'fI.(-H;--;lf.に掠るo
明泊二1]!凶月=十三目、行政官注。
憐維に際Lて "年に握柚せしめ L金制は三百五 1"Jt.前三千三百六十九回l除‘亡
注 Lた。(哉入歳IU決算特告書、 40旺)。
'11)泊四年十月ニ十九n、;1:肱官謹。

郡
山
由
釘
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日
に
五

h
太
放
官
札
の
通
用
を
同
年
五
月
限
り
停
止
す
る
事

E
L
た
の
で
め
る
Q

い
糊
業
代
以
太
政
官
札
に
依
る
貸
附
的
他
的
杭
類
は
印
も
糊
業
貸
附
で
あ
る
山
際
仁
述
べ
た
如
〈
明
治
元
年
間

四
月
十
九
日
の
太
政
官
布
告
に
於

t
太
政
官
札
の
酷
慣
行
及
葉
の
貸
附
方
訟
を
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
此
的
布

告
の
一
宇
は
前
述
の
石
高
制
貸
附
の
方
法
を
規
定

L
、
他
の
一
宇
は
卸
も
勧
業
貸
附

ω方
法
を
規
定

L
た
の
で
あ

る。

A
寸
仙
仰
業
貸
附
ド
闘
す
る
部
分
は
左
の
如
〈
で
あ
る
o

一
、
京
蹴
u
A
U
札
一
郷
之
市
阿
賀
拝
借
胤
上
皮
者
』
令
札
役
所
へ
可
附
剛
山
弘
、
金
高
等
川
取
扱
い
産
物
一
向
-
一
一
也

v
仰
白

波
相
成

H
U
4

て
諮
問
削
減
判
所
始
メ
諸
供
飢
叫
ん
刊
殿
前
之
者
ト
司
界
的
等
中
出
h
H

待
』
長
身
一
瓦
厚
相
問
之
見
込
ヲ
以
ア
金
高
貸

波
廃
業
相
立

u，
杭
可
致
尤
誕
納
之
俄
』
年
々
利
常
之
元
利
骨
川
差
出
M
H
背
中

但
越

ι僻
川
剛
ト
雌
金
札
取
扱
向
』
京
術
商
武
之
扱
合
ヲ
以
収
計
可
致
事

却
も
政
府
は
諸
国
り
直
轄
傾
及
諸
侯
に
釣

L
て
は
其
管
轄
す
る
農
商
民
に
艶
し
て
産
業
資
本
を
貸
山
崎
す
べ
き
を

命
中
る
ご
同
時
仁
、
北
(
の
直
接
勢
力
的
及
べ
る
京
儲
及
其
近
郷
の
商
買
に
劃
し
て
は
其
山
両
日
聞
の
額
に
肱
じ
て
自

ら
太
政
官
札
を
貸
附
り
る
事
ご
し
た
め
で
あ
る
3

而
し
T
斯
か
る
貸
附
を
行
っ
た
機
闘
が
即
ち
商
法
司
及
商
法
曾

所
で
め
る
o
勿
論
此
等
の
も
の
は
太
政
官
礼
的
貸
附

ωみ
を
共
の
任
務
ご
し
た
も
の
で
は
な
〈
、
共

ω管
一
正
せ
る

一
般
糊
商
事
務
的
一
部
ピ
し

τ貸
附
を
行
つ
七
に
過
ぎ
3
る
事
は
言
を
倹
た
旧
制
酬
商
法
司
は
同
月
二
十
五
日
京
都

に
設
位
せ
ら
れ
・
朝
比
二
十
六

H
に
大
阪
に
共
の
支
暑
が
設
げ
ら
れ
、
尋
い
ー
で
五
月
三
十
日
大
阪
に
商
法
合
所
が
設

り
ら
れ
、
十
二
月
に
は
東
京
仁
も
商
法
司
の
支
暑
が
閲
か
れ
て
夫
々
貸
附
争
開
始
し
た
。
而
し
て
商
法
司
設
置
の

説

iI~ 

第
二
十
九
谷

第
五
抗

明
治
政
府
O
貸
附
金

七
四
七

明治六年三月三日J太政官第八十一蹴達。
酔j法司及防法令所に就いではI!Jj惜財政史、 Z5 トニ:c~缶、 3271~i t~ 下、 唱・里子利太
郎、明治初年の大llid5~件骨枇(削減論識、第:ー/-入佐野，ニ城所峨)事JlUo

却)
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~ll;. 

1~~ 

明
泊
政
府
F

貸
附
企

阿

第
二
十
九
谷

七
四
入

相
炉
刃
械

翌
月
五
月
三
十
日
に
は
商
法
大
意
五
攻
が
会
布
せ
ら
れ
、
主

(ι
中
り
一
一
鳴
い
い
は

一
、
訪
闘
員
-
一
付
芸
品
綿
引
蛍
元
手
金
制
汁
伯
被
仰
付
M
H

・
尤
限
月
利
足
相
定
メ
外
事
ω

但
山
川
賞
元
手
一
一
相
川
H
H

外
狼
リ
ニ
雑
費
等
一
一
法
ヒ
込
以
儀
』
被
祭
主
(
役
々
ヨ
η
ノ
念
皮
取
訓
M
H

世帯。

ご
定
め
て
糊
業
公
附
の
方
針
士
一
市
し
、
之
に
従
っ
て
古
川
人
よ
り
弛
侭
を
提
供
ゼ

L
め
て
商
業
資
金
ご
し
て
太
政
官

札

ω貸
附
を
開
始
し
に
の
で
ゐ
る
印
肉
松
司
は
斯
の
如
〈
術
怯
曾
所
に
依
っ
て
両
人
ヘ
資
金
h
d
貸
附
け
た
の
み
な

L
J
J丈
一
凡
小
山
以
立
川
な
る
も
の
ぞ
京
都
・
大
阪
等
l
設
り
1
納
氏
内
山
険
業
状
航
に
努
め
し
め
、
所
尚
小
前
山
肌
立

金
ピ

L
て
此
等
細
民
仁
授
産
金
e

耐
久
貸
附
り
た
。
官
民
に
叉
商
法
可
は
庶
接
商
人
の
希
見
方
仁
資
金
を
貸
附
け
た
の
み

な
ら
十
、
諸
腕
に
資
金
を
貸
附
り
諸
服
は
之
を
真
に
管
内
の
農
商
に
貸
附
り
る
等
の
事
も
行
は
れ
た
む
斯

ω
如
く

に
L
て
政
府
が
明
治
一
元
年
中
に
商
法
司
を
通
じ

τ貸
附
り
た
金
額
以
入
百
五
十
九
千
尚
一
千
依
聞
に
迷
L
、
二
年
三

月
共

ω
底
止
正
共
に
凹
肖
二
十
六
前
七
千
凶
俄
テ
回
収
し
た
L

明
治
ニ
年
二
月
通
商
司
が
設
位
せ
ら
れ
、
商
法
司

の
厳
止

r共
に
其

ω
一執務
ι
官
級
承
す
る
事
ピ
な
h
、
従
っ
て
右
の
商
法
司
取
扱
貸
附
金
の
回
収
時
四
金
は
稲
川
純
通
商

司
に
依
h'
管
到
運
用
せ
ら
れ
る
事
正
な
っ
た
凶
通
商
司
の
行
っ
た
仕
事
の
中
最
も
重
要
な
る
は
週
前
・
魚
替
の
雨

曾
枇
を
各
地
に
設
置
し

τ
之
が
指
導
監
督
に
嘗
っ
た
事
で
あ
る
が
、
此
川
中
須
帥
骨
曾
枇
に
訓
到
し
て
は
共

ω貸
附
資

一ぬ

金
ご
し
て
泌
商
司
は
共

ω管
理
に
係
る
前
記
の
太
政
官
札
を
貸
附
り
た
c

卸
丸
一
各
地
の
鴻
替
曾
一
献
の
設
立
に
蛍
つ

山
川

て
之
に
貸
附
り
ら
れ
穴
額
以
全
部
で
百
六
十
二
高
二
千
闘
に
達
し
た
c

而
し
て
其
の
後
も
政
府
は
川
出
向
司
を
通
じ

て
附
々
各
匁
替
曾
枇
に
蛸
到
し
て
貸
附
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
通
商
司
厳
止
以
後
は
政
府
夜
桜
貸
附
を
行
っ
た
の

で
あ
る
o

明
治
四
年
七
月
通
商
司
の
廃
止
せ
ら
る
、
ゃ
、
通
商
一
吋
は
明
治
四
五

ω雨
年
に
於
て
自
己
取
放
の
貸
附

向/1;司の貸下iこ就いては本lEW士、明治初年*llii~) 制1) 11金(組消論銀、第二
十λ告第一蹴Y，，&)及前掲菅叫日韓主参"tL
大政省前革志、組向[司手一、 38頁。
34) 抜入歯出決t1i訓告帯、 48頁。
大掛省t位芋志.品t世1司第一、 130瓦。
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金
は
勿
論
商
法
司
よ
hJ
引
継

ω貸
附
金
及
商
法
司
以
来
の
利
盆
金
を
も
併
せ
て
政
府
に
返
納
九
た
。
今
共
の
総
額

は
不
明
で
ゐ
る
が
、
明
治
四
年
に
於
げ
る
返
納
の
み
に
て
も
約
三
百
六
十
四
百
内
閣
に
注
し
た
。

明
治
政
府
的
行
っ
た
糊
業
貸
附
は
以
上
の
商
法
司
及
通
商
司
を
辺

ιて
行
へ
る
も
の
が
最
も
主
要
な
る
も
り
で

山
川

あ
る
が
、
併
し
之
れ
許
!
り
で
は
勿
論
な
い
。
即
ち
政
府
は
右

ω外
或
は
各
務
聯
へ
貸
附
り
た
h
・
戒
は
開
拓
使
へ

仰

川

貸
附
付
た
り
¥
戒
は
各
頑

ωヰ
業
耐
同
副
や
幽
主
銀
行
じ
貸
附
り
た
り
、
成
以
又
各
地
方
に
鋭
々
殺
生
し
た
各
利
物

産
起
立
品
目
枇
や
開
墾
品
目
枇
や
共
他
仰
人
に
農
工
附
業
資
金

Z
L
て
貸
附
り
た
$
り
し
た
G

併

L
乍
ら
此
等
の
糊
業
貸

附
は
日
開
制
削
は
極
め
て
多
方
面
仁
一
旦
っ
て
ゐ
る
が
、
金
額
よ

h
云
へ
ば
殆
ん
Y
」
繭
訟
可
。
辺
両
司
取
抜
一
り
貸
附
E
は

到
成
比
較
に
な
ら
ぬ
も
山

E
め

Q
o
m
L
錦
二
期
(
自
明
治
二
年
正
月
主
制
年
九
月
)
以
絞
政
府
は
大
に
艇
肌
宜
的
節

減
に
努
め
糊
業
公
凶
如
き
に
も
甚
た
削
減
を
加
へ
、
明
治
十
三
年
昨
日
の
糊
業
貸
厳
止
仁
王
る
迄
毎
年
の
支
出
百
世
両

国
を
超
ゆ
る
事
は
甚

r稀
で
あ
っ
た
。
之
を
第
一
期
の
み

ω糊
業
貸
金
一
が
九
百
伶
高
固
に
迷
L
、
而
も
某

ω九
割

五
分
迄
が
商
法
司
の
取
扱
に
係
る
も
の
な
る
を
翻
る
附
は
、
前
日
以
司
及
通
商
取
扱
の
貸
附
金
が
糊
培
地
貸
附
の
中
に

於

τ如
何
に
重
要
な
る
地
位
十
占
め
て
ゐ
る
か

v
覗
は
れ
る
で
ゐ
ら
う
。

制
業
貸
附
が
最
初
は
太
政
官
札
h
z
以
て
行
は
れ
且
太
政
官
礼
の
疏
通
促
進
の

H
的
を
も
多
少
合
め
て
行
は
れ
た

事
は
以
上
の
過
で
ゐ
る
が
、
太
政
官
札
は
明
治
二
年
限
り
其
の
後
行
を
中
止
せ
ら
れ
た
か
ら
爾
後
の
貸
附
は
之
に

続
い
て
順
弐
胤
現
行
せ
ら
れ
た
る
民
部
省
札
.
新
紙
僻
等
に
其
の
財
源
を
仰
ぎ
し
事
は
勿
論
で
あ
る
。
勿
論
T

血
貨
に

依
る
貸
附
も
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
が
極
め
て
少
額
な
り
し
一
部
は
鶴
像
に
雄
く
な
い
1

0

而
し
て
-
】
の
貸
附
金
の
財
源

に
闘
し
て
は
救
助
貸
附
に
就
い
て
も
同
肢
の
事
を
一
式

ο得
る
の
で
め
る
。

話

苑

豆

明
治
政
府

2
R附
金

第
二
十
克
容

七
四
九

第
五
抗

(践入歳出決

37) 明治財政史、第十ご巻、 350頁。
政入歳出決品目告書、 49頁。
銘ニWJに:Ii~て嗣川端前崎藩撃に貸附りた女11 き兆四一f刊である。
算fj;告占、 108.iH)() 
停.1UUJr'土地争て閥抗事業のi.:bめ悶折伎へ百四 I五山聞を貸附けた。
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詑

現i

七
五

O

明
抽
政
府
内
貸
附
企

第
二
十
九
谷

第
五
脱

" 

勧
業
貸
附
は
以
上
の
如
〈
に
し
て
明
治
十
三
年
仁
至
る
迄
年
々
多
少
づ
、
行
は
れ
た
が
、
十
三
年
に
歪
り
後
逃

の
如
〈
政
府

ω産
業
政
策
に
一
大
判
換
が
行
は
れ
た
斜
め
、
勧
業
貸
附
も
此

ω時
以
後
は
原
則
正
し

τ厳
止
せ
ら

れ
、
た
い
巳
む
を
得
5
る
も
の
に
劃
し
て
の
み
貸
附
を
行
ム
に
止
め
る
事
さ
な
っ
た
Q

明
治
一
万
年
よ
b
十
三
年
度

に
去
る
聞
の
糊
業
貸
附
の
総
額
は
千
六
百
三
十
誠
一
千
九
百
五
十
五
岡
崎
帥
仁
達
し
た
。

ニ
雑
貨
貸
附
金
的
主
裂
な
る
も
の
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
・
以
上
の
外
向
は
救
助
貸
に
も
糊
業
貸
に

も
嵐
せ

5
4
0
貸
附
金
が
多
少
ぷ
在
し
た
。
郎
ち
各
地
方
の
一
土
木
技
貸
附
、
由
半
生
の
貸
袋
、
家
誠
の
池
波
又
は
則
違

の
引
負
山
町
滅
的
立
附
的
取
鋭
仁
畿
じ
た
も
の
等
栂
々
雑
多
で
ゐ
品
。
此
等
の
も

ωは
故
初
は
仙
業
貸
凶
中
に
合
め

て
取
扱
は
れ
て
ゐ
た
が
、
十
四
年
度
に
至
b
斯
の
如
き
性
質
の
貸
附
金
九
十
七
高
入
千
六
十
九
回
を
糊
業
貸
よ
h

引
離
し
て
別
仁
雑
貸
な
る
純
別
を
設
け
る
事
仁
な
っ
た
の
で
ゐ
る
。

明治1.; 11三蹴誠水i且曾枇~-t 八 Ij，~司、八年に棋記i瓦j!Ji官「面上へ I 高山l貸附けた如
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